
　

後列左より▶本木　晋、箱山 正一、手塚 秀樹、宮崎 治夫、北沢 哲也、金沢 敦志、西脇かおる、山岸　晃　
前列左より▶桜井　篤、市川 和彦、若林　祥、西沢 利一、寺沢さゆり、小泉 栄正、松田 光平、和田 一成、加藤 英夫、青木 敏明

　皆さま方におかれましては、日頃から長野市議会新友会に対しまして、格別のご支援を賜り心から感謝申し上げます。
　令和７年12月から会派役員が新体制となり、気持ちも新たにスタートしました。
　私たち新友会は、これまでの実績と経験を踏まえつつ、新たな視点やアイデアを取り入れながら、厳しい財政状況
下においても、子どもの福祉医療費の窓口無料化や子どもの体験・学びの応援プログラムなどの子育て支援策をはじめ、
近年の物価高への対応のほか、医療、介護、高齢者福祉、地域公共交通対策等、市民の皆様の暮らしに直結する事業
を積極的に推進してまいりました。
　また、今後も令和９年の善光寺御開帳へ向けての取組をはじめ、本市の強みを活かした戦略的な投資を積極的に行
い、将来にわたってまちの活力を高めるなど、長野市政の更なる発展と市民の皆さまの安全で安心な暮らしのために、
所属議員一致団結して全力で取り組んでまいりますので、引き続き、ご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。
� 新友会 会長  小泉栄正
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令和７年12月臨時会　一般会計補正予算可決
総額84億円の補正予算を編成、物価高に苦しむ市民の皆さんの暮らしを応援します。



「令和８年度 予算編成に対する予算要望書」を提出

総務部会
後列左より　
西沢利一　本木　晋
前列左より　
青木敏明　小泉栄正

令和8年度予算要望の主な内容

令和7年度予算要望で実現した主な事項経済文教部会
後列左より　
若林　祥　手塚秀樹
前列左より　
箱山正一　西脇かおる

令和8年度予算要望の主な内容
事務の効率化と行政サービスの向上を目指し、業務プロセスの見直しや
ペーパーレス化、情報システムの標準化対応や人口減少に伴う職員の減少
を見据えたＡＩ等の先進技術の活用、多様な働き方の実現につながるテレ
ワークなどに取り組み、行政ＤＸを着実に推進すること。

令和7年度予算要望で実現した主な事項

第四次長野市災害時備蓄品等
整備計画に基づき、大規模災
害に備え、備蓄品等を適切に
保管・管理するための拠点倉
庫として、第２災害支援ター
ミナルが建設されました。
また、災害時の避難所のトイ
レ環境向上のため、トイレト
レーラーが整備されました。　　　　　　　　　　　

更新整備した高機能消防
指令情報システムでの運
用は、12月２日から開
始しており、須坂市消防
本部との指令業務の共同
運用は、令和８年４月１
日からの迅速・的確な指
令体制に向けて各種調整
が進められています。

非常時にも安心して使えるトイレトレーラーを整備

令和８年４月１日からの共同運用開始に向け完成した指令
センターの様子

①官民連携により進めているエムウェーブ南産業団地開発の造成工事が終
了しました。

　また、本市の魅力など広く情報を発信し企業誘致に繋げるため、誘致専
用ホームページが新たに開設されました。

②ＮＡＳＣ実証事業にて、長野駅前にインバウンド旅行者向けのスキーレ
ンタルや荷物預かり等のサービスを提供する拠点が設置されるなど、新
たな事業の創出や地域経済への波及効果を生み出す取り組みが行われま
した。
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ながの獅子舞フェスティバルの様子

伝統芸能継承事業とし
て、「ながの獅子舞フェ
スティバル」、「伝統芸
能こどもフェスティバ
ル」、「伝統芸能訪問公
演」が開催されました。
また、伝統芸能を後世
に継承する事業を行っ
た団体に補助金が交付
されました。
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農業体験受入事業に加え、地元食材を味わい観光地を巡る「農×食体験ツ
アー」が新たに実施されました。本市農業や食文化を知り、地域住民との
絆をつくることで担い手を市外から呼び込む取り組みが行われています。
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松代体育館空調整備

ス
ポ
ー
ツ
関
係

社会体育館に関して
は、受益者負担導入の
検討が進められていま
すが、施設の快適性、
利便性の向上を図り、
市民の皆様により使い
やすい施設としていく
ため、先行して、空調
の整備やトイレの洋式
化が進められました。

①小学校３校の長寿命化改修、小学校２校・中学校２校の予防保全改修が
実施されました。

　なお、長寿命化改修及び予防保全改修の中で、トイレの洋式化改修が行
われました。

②理科室のエアコンについて、小学校３校、中学校３校へ整備し、中学校
２校で令和８年５月までに完了するよう工事が行われています。
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①公共交通の利用環境の向上を図るため、長野駅にバスの運行情報が確認
できるデジタルサイネージが整備されました。また、様々な媒体を活用
して運行情報が確認できるバスロケーションシステムの運用も始まりま
す。　

②ＡＩオンデマンド運行については、新たに戸隠・鬼無里地区で運行がス
タートしました。令和８年４月からは、七二会、小田切、信更、信里地
域にエリアが拡大されます。
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令和７年度一般会計予算は、事業の「選択と集中」や国・県の財源の確保
等により健全財政の維持に努めるとともに、「未来への飛躍！」をテーマに、
未来への投資を具現化する事業に予算が重点配分され、過去最大となる予
算が計上されました。
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「住民自治リフレッシュプロジェクト」では、市から地域への依頼事務
の見直しや地区ドックの実施、住民自治活動のＰＲ支援、さらには中山
間地域のあり方研究会などにより、取り組みが推進されました。
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令和９年度を計画初年度とする次期長野市総合計画は、人口減少下におい
て、今後の本市の将来像、長期展望を市民と共有し、総合的かつ計画的な
市政運営を行うための大事な指針である。策定にあたっては、多様な市民
意見等を聴く機会を設け、特に未来を担う若者の意見を活かした計画とす
ること。
建設工事の発注は、時期による繁閑が大きく、必要な技術者や作業員の確
保に支障が生じると、現場での品質管理にも影響を及ぼすため、早期に施
工時期の平準化を実現し、併せて、適正な工期設定に努めること。
また、柔軟かつ余裕のある施工体制の構築を通じて、働きやすい職場づく
りを進められるよう、フレックス工期契約制度の推進に努めること。
人口減少など社会情勢の変化に対応し、住民の幸せの増進を継続して実現
できるよう、32地区それぞれの地域特性を踏まえながら、住民と市の協
働によるまちづくりの仕組みを見直す「住民自治リフレッシュプロジェク
ト」を推進すること。
また、再構築・推進については、市民や議会との十分な合意を得ながら進
めること。
今後の火災件数や救急需要の動向、また人口減少の進展を踏まえながら、
業務量に応じた消防職員の適正配置、また、定年延長を踏まえて、計画的
な職員採用、市の公共施策に関連する団体や民間との協働も視野に入れた
職域の拡大を含め、持続可能な将来の組織体制の在り方について、他部局
とも連携を図りながら研究すること。
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①令和９年に開催される善光寺御開帳は、多くの観光客等が本市を訪れる機
会となることから、令和８年から令和10年に開催されるデスティネーショ
ンキャンペーンを含め、誘客につながる効果的な取り組みを行うこと。

②ながの観光コンベンションビューローをはじめ、県や北陸新幹線沿線都
市等と連携し、誘客戦略に基づいた受入環境の整備、効果的なＰＲ等を
すすめ、日本人を含む観光客の快適な移動手段の確保や災害時の安全対
策なども検討しておくこと。
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①長野県での開催が決定している第82回国民スポーツ大会・第27回全国障
害者スポーツ大会に向けて、本市においても万全の準備体制を整えること。

②昨今の猛暑を鑑み、熱中症対策は喫緊の課題であることから、社会体育
館への空調設備の設置を推進し、体育館利用者に一年を通して安心安全
なスポーツ環境の提供を図ること。
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①野生鳥獣による農林業被害の軽減に向け地域間等の連携を図りながら、
駆除・個体数調整や防除対策、環境整備対策の積極的な推進と支援策の
拡充を図ること。特に近年全国で多発しているクマによる人身被害防止
に向け、積極的に対策を推進すること。

②マーケティングの強化・ブランド化対策を講じ、市内産農産品の輸出に
ついて海外市場の動向を注視しつつ、国の制度を活用するなど、県や関
係機関と連携し、輸出拡大について調査研究をすること。

農
林
関
係

①部活の地域展開についてはスポーツ活動、文化芸術活動ともにスムーズ
な移行ができるように引き続き他部局と連携し、生徒の活動機会を失う
ことのないよう努めること。

②児童・生徒を性被害から守るため、教育現場で働く従事者の性犯罪歴を
確認できる日本版ＤＢＳの対応を国の動向を注視しながら進めていくこ
と。
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企業立地の実現に向けて、企業の意向や地権者アンケート等を踏まえた
産業用地開発の進捗を図るとともに、企業招致活動に積極的に取り組み、
産業立地ビジョンの目指す姿の実現に努めること。
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　新友会では、令和８年度の事業計画の策定と予算編成に対し、長野市全体の行政に係わることに加え、各地区の個別の課題を各部局別に452項目
にわたる「令和８年度予算編成に対する要望書」としてとりまとめ、令和７年11月４日に荻原市長へ提出いたしました。下記の事項は、昨年度に
要望し成果となったものと、本年度新たに提出した主な内容です。市行政に対して要望したい課題がありましたら、新友会の議員にご相談ください。

福祉環境部会
後列左より　
金沢敦志　市川和彦　山岸　晃
前列左より　
加藤英夫　和田一成　寺沢さゆり

建設企業部会
後列左より　
松田光平　北沢哲也
前列左より　
桜井　篤　宮崎治夫

令和8年度予算要望の主な内容

令和7年度予算要望で実現した主な事項

河川防災ステーション周辺全景

①施設の老朽化対策をより効果的に行える
ようＡＩを活用した老朽化劣化予測診断
を実施するとともに、昨年度実施した人
工衛星画像のＡＩ解析の結果を活用し、
効率的な漏水調査を実施しています。

②「上田長野地域水道事業広域化協議会」
は、市民説明会や意見募集を経て、広域
化の検討を進める指針となる「基本計画」
を策定し、持続可能な水道事業の実現に
向けた協議を進めています。 水道幹線管路の老朽管更新

令和8年度予算要望の主な内容

令和7年度予算要望で実現した主な事項
①令和７年 4 月診療分から子どもの福祉医療費が窓口無料化になりまし

た。これにより（18歳年度末までの）子育て家庭の負担軽減が図られ
ました。

②加齢性難聴による生活の質の低下を防ぎ、閉じこもることなく、社会参
画ができるよう、令和７年７月から、補聴器購入への補助事業が開始さ
れました。

③国保診療所への医師派遣に関する協定が公的病院と締結され、病院の財
政事情に応じた補助金が交付されることで、平時から医師派遣が可能な
体制が構築されました。

①省エネ改修及びその後の維持管
理、省エネ効果の検証・保証を
一括して行う「ＥＳＣＯ事業」
により、4,000灯以上の道路灯、
公園灯、排水機場照明灯がＬＥ
Ｄ照明に改修されました。

②市民の散策や環境学習の場とし
て利用されている飯綱高原森林
博物館の老朽化した木橋と案内
看板を改修し、利用環境が整備
されました。

こども誰でも通園制度の様子

ＬＥＤ化された道路照明（篠ノ井東福寺）

①子どもの権利条例につい
て、福祉環境委員会にお
いて条例制定に向けて
13回の議論を行い、令
和 7 年９月市議会定例
会において全員賛成で可
決、 成 立 し、 令 和 ７年
10月から施行されまし
た。

②こども誰でも通園制度の
拡充に取り組み、令和７
年度は新たに４園を追加して、計８園で試行的事業を実施し、子育て支
援の充実を図るとともに、本格実施に向けた準備が進められました。

③子どもの体験・学び応援事業（みらいハッ！ケンプロジェクト）は、本
格実施が２年目となり、子どもたちは体験・学びを通して好きな活動を
見つけ、自己肯定感を育みながら成長できる取り組みが進められました。
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①市内32地区において地域福祉を一層推進するため、地域福祉ワーカー
と生活支援コーディネーターが、適切な役割分担の下で活動の充実を図
ることができるよう、市の支援を含めた体制を整備すること。

②中山間地域住民の受診機会確保のため、必要な医療体制の維持に努める
とともに、地域の状況に即したオンライン診療の導入について、調査研
究を行うこと。

③胎児の健やかな成長と母体の負担軽減を図り、安心して出産できる環境
整備に努めること。
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①３歳未満児の保育料については、国・県や他市町村の動向を注視しなが
ら、さらなる軽減拡充について検討すること。

②子どもの権利条例に掲げられた責務や役割、基本的な取り組みが実行さ
れるよう子どもの権利についての広報・啓発に取り組むとともに、子ど
もの権利侵害を救済する子どもオンブズパーソンの体制整備をできるだ
け早期に図ること。

③こども総合支援センター「あのえっと」については、子どもに関する様々
な相談応じ、関係機関と連携し支援につなげる相談窓口として定着して
いることから、その取り組みを継続するとともに、新たに若者に関する
施策を推進するため、相談対象を若者まで拡大し、相談体制の充実を図
ること。
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① 2050年ゼロカーボンの実現に向け、「第三次長野市環境基本計画」に
基づき、省エネルギーと再生可能エネルギー施策を推進するとともに、
国の施策などを活用し効果的な支援策に取り組むこと。

②令和８年度から全市において収集を開始する、資源プラスチック及び充
電式電池類について、制度の周知啓発を図ること。

　なお、充電式電池類については、発火リスクについても周知を図るこ 
と。

環
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①長沼地区河川防災ステー
ション及び復興道路の一部
となる堤防への坂路区間に
ついて、地盤改良及び盛土
工事が実施され、長沼小学
校の周辺道路では用水路付
替え及び道路拡幅工事が実
施されました。

②浅川の治水対策について
は、堤防嵩上が12月に完
了し、排水機場は 3 月に完了予定となっています。県による支川改修、
及び排水機場管理の統一について、同盟会で早期実現等を要望するとと
もに、県と協力・連携し、事業促進等が図られました。

建
設
関
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整備が進む川中島幹線

①新友会による国土交通省へ
の要望活動により、令和７
年度は例年を上回る国費の
予算が配分され、川中島幹
線や山王小柴見線において
追加工事を発注するなど、
都市計画道路整備のさらな
る進捗が図られました。

②国の重要伝統的建造物群保
存地区に選定された戸隠宝
光社地区において、来訪者の回遊性の向上を図るため、街なみ環境整備
事業補助金を活用し、歴史的町並み等と調和した道路美装化工事を進め
ています。

都
市
整
備
関
係

水
道
・
下
水
道
関
係

①強靭で持続可能な上下水道システムの構築に向け、基幹施設の耐震化と
代替性・多重性の確保を重点的に進め、被災時にも上下水道機能が早期
に回復できるよう地震対策に努めること。

②水道水源の保全を図るため、水源から蛇口までの水質管理体制の強化に
努めること。特に、川合新田水源において検出された有機フッ素化合物
については、安全性を担保した効果的な取水方法等の対策を行うこと。

①空き家対策については、適切に管理されていない老朽危険空き家等への
対応や空き家の適正管理、利活用及び空き家化の予防など、長野市空家
等対策計画に位置付けられた施策を総合的かつ着実に進めること。

②東外環状線の朝陽～柳原間の整備事業について、歩道部を含めた全面開
通と柳原北交差点の早期立体化を促進するとともに、エムウェーブから
五輪大橋までの４車線化の事業推進を県及び関係機関に強く働きかける
こと。

③交通の安全と円滑化を図るため、道路の改良整備や自転車道・歩道の整
備推進を図るとともに、小学校、道路管理者、警察との通学路危険箇所
点検に基づき、対策が急務な箇所について早急な安全対策を講ずるこ 
と。

建
設
関
係

①長野駅前B-1地区市街地再開発事業については、組合に対して適切な指
導・助言及び支援を行い、公共施設の整備改善及びまちなか居住の推進、
商業・業務機能の拡充を図り、健全な市街地の形成に努めること。

②丹波島橋周辺の渋滞対策については、実施したハード対策の効果がより
発現するよう引き続きソフト対策の検討を積極的に進めるとともに、五
輪大橋無料化など渋滞解消効果が望める事業についても着実に推進する
こと。

③綱島公園や弁天公園など未開設の都市公園については、部分的、段階的
な整備、さらには計画の見直しなども視野に入れ、関係機関や地元住民
と調整を行いながら、整備促進に努めること。

都
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国への要望活動
　長野市議会新友会では、毎年、6月と11月を目処に、国への要望活動を継続しています。長野市の諸課題を整理、検討し、各担当
部局と情報共有の上、重点要望を各中央省庁へ新友会議員一同で訪問し、要望活動を実施しています。
　 昨年11月18日、前衆議院議員若林健太氏に同行いただき、農林水産省、国土交通省、文部科学省の 3省を訪問しました。

農林水産省
　大臣室において、鈴木憲和農林水産大臣と面会し、直接下記の２点について要望しました。
①地域計画を実現させる「農業情報連携プラットホーム構築事業」に対する支援について
②鳥獣被害防止総合対策交付金（捕獲補助金）の増額要望について

長野市三者農政懇談会
　令和８年２月２日に長野市三者農政懇談会が開催され、長野市経済振興議
員連盟（長野市議会新友会）、長野市農業委員会、長野市農業協同組合協議
会 (JAグリーン長野・JAながの )、オブザーバーとして長野市農業青年協議
会の４団体が参加しました。
　懇談会では、各団体から現在の取り組み状況について報告が行われました。
　JAグリーン長野からは、野菜や果樹など多様な農作物における高温対策
の工夫が紹介され、JAながのからは、特にりんご栽培における耐暑性品種構
成について、また日焼け防止や品質維持に向けた取り組みが報告されました。

　「農業情報連携プラットホーム構築事業」は、長野市が全国に先駆け
て行う事業であり、その事業内容については、鈴木大臣から高く評価さ
れ、予算措置について一歩踏み込んだ回答をいただきました。農業の現
状と課題等について懇談の際、長野市への視察の意向を示されました。
国土交通省
　最初に塩見英之審議官と面会し、下記の３つの重点項目を要望しまし
た。
①都市計画道路の整備に対する支援について
②信濃川水系緊急治水対策プロジェクトの早期完了について
③上下水道施設の老朽化対策や地震対策に対する支援の拡充について
　その他の要望項目（※下記要望項目参照）については、各担当部局を訪ね要
望活動を実施しました。
●長野駅前B-1地区市街地再開発事業への支援について
●中央通り歩行者優先道路化事業への支援について
●一般国道18号長野東バイパスの立体化整備の促進について

●北長野地区の再整備に対する継続支援について
●第82回国民スポーツ大会の施設整備に対する継続支援について
文部科学省
　小林茂樹文部科学副大臣と面会し、待った無しの課題である、増え続ける不
登校児童生徒への充実した対応を求める下記要望をお伝えしました。
①校内教育支援センター支援員配置に関わる補助金の活用について  　　　　　　　　

農林水産省への要望

●第１次国土強靭化実施中期計画に示された施策への十分な予算確保について
●既存公営住宅の長寿命化等に対する支援について

　長野市農業委員会からは、地域計画の推進、遊休農地対策、有害鳥獣対策、
新規参入者への支援などについて具体的な提言が示されました。
　また、長野市農業青年協議会からは、若手農業者の活動内容や課題につい
て報告があり、現場の声を共有する貴重な機会となりました。
　主催者である長野市経済振興議員連盟（長野市議会新友会）からは、農林
業分野に関する国への要望活動の状況や、令和 7 年の農林業関連の議会質
問の内容、令和 8 年度長野市への農林業関連予算要望の内訳について説明
を行いました。
　意見交換では、高温対策や有害鳥獣対策、後継者問題などについて活発な
意見が交わされ、関係団体が課題を共有し、連携の重要性を再確認する場と
なりました。長野市農業の持続的な発展につながるよう、今後も活動してま
いります。

懇談会の様子

国への要望活動（農林水産省）について報告

長野市への予算要望（農林業関係）について報告

国土交通省への要望

文部科学省への要望


